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6月 活動報告 7 月 活動報告
火行こまい運動教室(な) 木 自立支援協議会作業部会(市)

2 水サービスラーニング打ち合わせ(福祉大) 2 金 デイ定例会(通)･市民参画推進懇話会(市)

3 木包括,行政とNPO の意見交換会 6 火 デイ食事定例会(運)

4 金行こまい運動教室(お)･デイ定例会(通) 7 水 訪問介護担当者会(訪)

7 月企画会議 ｣ 8 木 運営委員会

8 火デイ食事定例会(通) 9 金企画会議

9 水訪問介護担当者会(訪) 11 日 あかり講演会

10 木運営委員会 12 月 感謝まつり実行委員会(第 3回)

12 土 防災訓練(施設点検) 14 水検便

15 火健康日本 21連絡会(市) 15 木 検便･傾聴ボランティア定例会

16 水西浦北保育園来訪(運) 16 金 検便･おいで屋会議

社会保険講習会･デイ部会(市) 18 日 ねんどであそぼ(おいで屋)

17 木傾聴ボランティア定例会･自主防災訓練 20 火 子育て支援研修部会

鬼中ボランティア体験(運) 2 1 水 障害福祉サービス実地指導(県･市)

18 ケアマネ部会(市)･男女共同参画懇話会(市) 西浦北保育園来訪(通)･倉庫改修プロジェクト(第1回)

19 土 研修会(訪) 23 金 おいで屋ポラ体験受け入れ

2 1 月 感謝まつり実行委員会(第 1回) 26 月 おいで屋ボラ体験受け入れ

24 木ドライバー研修会 感謝まつり実行委員会(4)

26 土みみの木[一宮市]見学(傾聴) 2 7 火 介護保険指定事業者講習会(県)

28 月 感謝まつり実行委員会(第 2回) おいで屋ポラ体験受け入れ

29 火子育て支援会議(市) 28 水 おいで屋ポラ体験受け入れ

30 水移動ネット地区懇談会 29 木 おいで屋･デイハウスあかりボラ体験受け入れ

30 金 おいで屋ポラ体験受け入れ ･倉庫改修プロジェクト(第 2回)

デイハウスあかりボラ体験受入れ

(お)おいで屋 (な)なごみ舎

行こまい運動教室;7月末まで毎週(火･金)実施
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●展示 (最終日/乍4 時まで)

夏休みボランティア体験スクールで中学生がデイハウスあ

かりとおいで屋に来てくれました。デイハウスあかりでは綾

取りをしたり梅干を漬けたりと中学生にとっては珍しく、お

年寄りたちには懐かしいことをして一緒に楽しみました。

おいで屋では夏休み恒例となりました子どもたち

の陶芸教室 “ねんどであそみぞ' をたかはしさだこ

先生指導のもと、 今年も開催しました。
付き添いのお母さんやおばあちゃんたちも含めて

30 人ほどが一緒になって、 楽しんで作りました。
作品はおいで屋にしばらく展示の後、 各々の手元

に引き取られます。
たかはし先生は、 子どもたちの作品が窯の中で破

裂したりしないよう空気穴を目立たないところに

開けたりと、 さりげなく気を配ってくださってい

ることを知りました。

7月 2 2 日、 西浦北保育園の夏ま

つりにご招待いただきました。
園児達はみんなかわいい浴衣姿。
みんなと一緒に綿菓子、 金魚すく

いなどを楽しみました。
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ステンド“弓ス なかま展 (清水･藤杵･沢田･河合)

水上性絵手紙展
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8 月3 0 日

9 月2 7日

洗いで睡催し物 9月、 70月ご案内 《月曜~ 金曜/ 70時から75時までオーヌン》
土･日･祝日は定休日

(月) ~ 9 月2 4 日 (

(日) ~ 7 0 月2 2日

6月 7月

たすけあい活動

活動時間 4 6 3 時間 4 5 8 時間

利用者数 7 4 名 6 7 名

弁当利用者数 1 7 1 名 2 2 5 名

訪問介護
利用時間 9 8 4 時間 8 5 6 時間

利用者数 6 5 名 6 3 名

居宅介護支援 利用者数 3 1 名 3 1 名

デイハウスあかり 利用者延数 1 6 4 名 1 7 8 名

障害福祉等

サービス

利用時間 1 9 5 時間 1 8 9 時間

利用者数 1 8 名 1 7 名

おいで屋 参加人数 4 0 4 名 3 9 0 名

なごみ屋 参加人数 9 3 名 7 0 名

傾聴ボランティア 利用者数 3 3 名 3 4 名

会員数(8月20日現在)

正会員 9 3名

賛助会員 1 2 0名十3団体

利用会員 9 1名

合計 3 0 4名十3団体

伊奈芳子さまのご遺族

ほか4 名様からいただきました。
ありがとうございました。
大切に使わせていただきます。
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あがり倦周年記念イベントのアンケート結果
を集計しました!

平成 23 年、 NPO 法人あかりが宵周年を迎えるにあたり、今後のあかり運営と宵闇年記念イベントについて会員

の皆さんに意見を開きました。 今年の 2月に案内をしてから半年ほど縫ってしまいました。
回収率はあまり高くありませんでしたが、さまざまな考えを聴くことができました。

答に具体的な例は少なく、講演 ･映画とも ｢楽しくなるよ

うな｣ とか ｢心のなごむような｣ というような、抽象的な
* 1 5 周年記念事業についてどのようなものを

意見が見受けられました。希望しますか、 今までの催しを別紙に挙げました。
参考にして、 できたら詳しくお書き下さい。く別紙参照〉

そこで、アンケゾトの結果と運営委員会での話し合いを元

講演 ( 映画 ( にイベントを考えていくことにしますが、概ね映画会にな

演奏 ( その他く りそうです。

* これからもあかりが発展していくために、
今後どのようなあり方が望まれますか。 あかりのどんなところが好きですか、どこを変えていった
皆さんの考えるあかり像をお知らせ下さい。 らいいと思いますか、についても沢山のご意見がありまし

あかりのどんなところが好きですか
た。 いただいた意見をそのまま、 一部を紹介します。
どんなところが好きですか

あかりのどこを変えていったらいいと思いますか ･ アットホームな雰囲気 ･ 地道で誠実な活動
･ 素人でも一生懸命考え行動する

何か催しものがあったら参加したいと思いますか . 困ったときはお互いさまの考え方 e t c

はいく希望があったらお書き下さい〕 いいえ

どこを変えていったらいいと思いますか

･男性を取り込むことを考える ･高齢化に対処できる収容人数の増加

･若い活動者が定着できる条件が必要 ･部屋がもう少し広いといい

川将来性のあるあかりであってほしい ･理念をもっとP R し、 子育て世代の仲間を増やす

.地域にP R が必要 e t c

などと、本当に様々な意見がありました。みんなで力を合わせて胸を張って活動できるあかりを目指したいもの

です。 また、 イベントについては見たい映画など、 ご意見下さい。

輔〃圓 窃か明麗糠袋 去る7月竹日 (日) 常滑市福祉会館において

《誰のため、 何のために福祉で働くのかめ をテーマ
-▲. にあかり講演会を開催しました。 講師は、 マラソン ･トライアスロン ･登山など、 多彩な趣味

･丁◇ 伊. ;を持つ赤星 俊〆氏 参加者は4 9名 半田 や知名 などから△ "タ 参加 乍 2 名 “
ん 母

戸苅
“これ禪融の鰹護る遭"~『淘瀰礎き』薹鐸◎酒動から~

を持つ赤星 俊一氏。 参加者は4 9名。 半田市や知多市などから会員外の参加も乍 2名ありま

した。 氏は日本福祉大を卒業後、半田市職員となり福祉と関わり、福祉行政の現場3 0 数年の

達人で、 今ではあちらこちらで講師をされています。
三上証壷

これまでに関わってきた生活保護の受給者などの例を交えながら、行政の対応や実態との垂離

　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　 　　　　　

あかり鋤き纖だし欺く鱒 鍬 妙思い為 鰯 れた。 輻輳~きき螂箋
は温かく優しさにあき･れ、 頼もしく感じました。

篇國圓 窃か明麗漉會

(8月 2 0 日現在)

久田 幸枝 渡辺 恵津子 伊藤 真理子 吉川 光江 本田 みちゑ

後藤 凝子 杉江 千寿子 花ざかり 岩田 サチコ 0順不同･敬称略〕
- ありがとうございました

森下 吉子 後藤 佐和子 木下 和子 中谷 伊津子 本田 房枝

皆さまの温かいご支援があかりを支えます。 これからも、 どうぞよろしくお願い致します。

場 所 あかり事務所 雨天決行 (駐車場は昔の西北小)
日 時 H 2 2 年 9 月 1 2 日 (日) 1 0 : 0 0 ~ 1 4 : 3 0
主催 ･問合せ先 / N P O 法人あかり ･ 3 5 一 4 1 8 5

◎ 介護用品の展示、介護食の試食も行います

◎ 介護相談もお気軽に ! !

◎ 体験やバザー、 ステージで催しもあります

◎ おむすび, から揚げ, かき氷はあかりからの御接待 !

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

賛 助 会 員 (8 月 2 0 日 土

　　 　　　　　　　　　
野"ビヌ考“ニンダの大寮生

に洲緒に

今年は日本福祉大の学生さん男女各 1名が、大学が提唱する ｢協働型サービスラーニング｣ のプログラムの下、あ

かりに来てくれています。 協働型サービスラーニングとは社会福祉学部に学ぶ学生が、 自身で選んだ N P O で、 ス

タッフと一緒に主体的にかかわりながら、 双方に生きた学び合いとなることを目指したものです。
そこで、今年で 3 回目となる

“あかり 感謝まつり" を、今回は若い二人に実行委員として加わってもらい、意見

交換しながら開催します。
二人はあかりの活動内容 (デイサービス･訪問介護･ふれあい弁当など) や、困ったときはお互いさまという理念に

共感し興味を持ち、 選んで来てくれたとのことです。
実行委員としての二人は、 まつり参加者と一緒になって何かをしたいと試行錯誤で検討中ですが 9月 12 日 (日)

当日には楽しい催しをみなさまに体感していただけることと思いますので、 楽しみにお出かけください。

謳輌 礬朧篠離認鷺融 週 嘲 嚇 轢ぬ匐⑯:⑯◎~

代表 逝襲京子氏
場所常滑繭福祉愈館


